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子どもの自由を尊重する保育における保育者の実践構想プロセス

　　　　 一 事 例 分 析 に よ る 試 論 一

吉 村 　 香 　 　 　 　 　 　 　 　 尾 形 節 子 　 　 　 　 　 　 　 　 　 無 藤 　 隆

（お 茶 の 水 女 子 大 学 大 学 院 ）（お 茶 の 水 女 子 大 学 附 属 幼 稚 園 ）（お 茶 の 水 女 子 大 学 〉

　子 ど もの 自由 を尊 重 す る保育 （E 下、自由保 育）を 行って

い る保 育 者の 実践 に 、ど の よ うな 実践構想が は た らい て い る

か を 、事例に 即 して 探 る こ とを本研究 の 目的 と した D

　従 来 の 教 育実践研 究 は 教 師 の 実 践 と省察の 過程を くPlan （計

画 ）
−Do（実 践 ｝−Se。 （評価）〉 （以 下 PDS ）と 直線 的・単線 的に

と らえ 、P （計画〉と S （評価 を対 で と らえ て きた 。一方 、教

師の 予 測 や計 画 の 枠外 で 起 こ る 出 来事 とそ の 出来事 に 対す る

教師 の 態 度 を も対象 とす る 実践研 究 も蓄 積 さ れ て い る 。

　子 ど もの 自由を尊重 す る保育形態 で は 、プ ロ グ ラ ム 遂 行の

手続 き と して 実践 が 成 立 して い る の で は な く、子 ど もが 引 き

起 こ す 出来事を 契機 に 実 践 が 展 開 され る 。 保育者の 省察 も、

計画が どの 程度実践で 遂行 し得た か を 評価す る の で は な い 。

出 来事を とお して 子 ど も と保育者が どの よ うな 経験を し、そ

の 経験 は 各人に とって どの よ うな 意 味 が あ った の か 、ま さ に

経験 の 質 と意 味を 問 う もの と して 、省察 が行わ れ て い る 。

　 しか し保育案 と して 計 画 を 明示 しな い 実践 は と もす る と、
一

概 に 「場 当 た り的 」 と の 低 い 評価 を受 け る場 合 もあ る 。 実

際 、筆 者が 保育者 の 実践 と省察 の 関連 を分析 した資料 に は 、
PDS で い う 「計画 」 は 皆無 に 近 か っ た o そ こ で 筆 者 は 、目

由保育の 中 で も明 記 ざれ た 保育案 を もた な い 形 態 の 保 育 で は 、

PDS 理 論で 説明 し きれ ない 予測・計画 （PDS の P と区 別 し

以下、実践構想 とす る ）が は た ら い て い る と考 え た c

　筆者 （1997）は上述 の 研 究 で 、保育者の 省察が 実践 当 日と翌

日 で は 質 的な相 違が あ る こ とを 見出 して い る 。 本研究 は保育

者 の 省察 に お け る実 践構想 に つ い て 、今後研 究 を深 め るた め

の 第
一

歩 と し、一人の 保 育 者 の 省 察 を丹念 に 事例分析 した 。

方 法

1 ．資料収集

　保育者の 実践 を観 察 し記 録 を と っ た 。実践後、実践 当 日 と

翌 日 に 、同 じ実践 場面 に つ い て の 省察を 行 っ て も らい 、録 音

して逐 語的 に 文字化 した e

・観察期間 1995，2〜1996，1 （全 12回〉

・省察 は 「実践中 に 感 じた こ と、考 え た こ とを 目由に お 話 く

　だ ざ い 。観察記録 の エ ピ ソ
ー

ド に 限定 しな くて 結構 で す。」

　と伝え、自由に 語 っ て も ら っ た。
・対象保育者 の プ ロ フ 1 一ル

　4 年 生 大 学児童学科 を 卒業。女性。

調 査 時で 経験 7 年 め。た だ し本 硯 究 対象園 は 6 年 目 。
保育 案 を 明確 に 文字化 せ ず 省察 に よ り熟考 し実践に 臨む。

　
・事例 は 、一人 の 子 ど もま た は 同 じ問題 意識 に 基 づ い て 省察

　　した エ ピ ソ
ー

ドを抽出 し、時 系列 に し た もの を 、それ ぞ れ

　　
一

事例 と して く くった （全 5 事例） 。

皇 例 分 近 の 経 過

分 or1．事例1，2を対象 に 次の 1，〜4．の 視点 で 分 析 した。

　1｝実践 中保 育 者 が 、子 ど も に 対 して どの よ うな 心 理 的 立場 を

　　とった か （例 え ぱ教 え る入 、人間関係を と り もつ 人な ど） 、

　　お よ び そ の 立場 を とった根 拠を 読み と り、質 的 に 分 類す る。

分 類 ：1．子 ど もの 心 情 に 即す 　2．自分 の 信念、価値観．ね が い

2）実践 に対 す る保育者 の 自己評 価 を読 み とる 。

3）以 後の 実践構想 を読 み と る D

4＞心 理 的立 場 の 違い と 実践 の 自己 評 価 の 関 連 を 明 らか に し 、

　 実 践 構想 が導 き出 さ れ る プ ロ セ ス を考察 する 。

〈分析 1の 結 果〉実践構想 プ ロ セ ス は 子ど もの 心 情 に 即 し た 根拠

で 立 場 を決定 し、実践 の 自 己評 価 が ポ ジテ ィ ヴ な場合 に 生 じ

る 傾同 が あ った 。た だ し実践行為が子 ど も に 意味 ある結果を

もた ら した 事実 も、関連 して い る よ うで あった 。

仮説 a ，保 育 者 の 実践構想 は 上 記 1，〜4、に 加え 、実践 行為の 結

　　 果 （子 ど も に どの よ うな 意味を もった か ） も要因 とな る。

分析 2．事 eSI　1．2．3を 対象 に 、仮 説 b を検証。実践行為 の 結果 と

　　 　 分 析 1の 1）一・4）と の 関連 を検討 した 。

〈分析2の 結果〉仮 説 a を 支持。

　 た だ し立場の 根拠 £ か らは、実践構想が 生 じに くか っ た 。

仮 説 b ．実践中 の 立 場 の 根拠 （ノ子 ど もの 心情 に即 す　2目分 の

　　　 信念．価値観．ね が い ） は質的 に 異な る実 践 構想 を導 く。
分析 3．事 例 4．5を 対象に 、仮 説 b を 検証 6 立 場の 根拠 1．2 に っ

　　　 い て 、分 析 1の 1）〜4）の 視点 で 分 析 した 。

〈分析 3の 結果〉仮説 b を支持。

分析4．5事 例 に お い て 生 起 し た す べ て の 実践構想 に っ いて 、

　　　 そ の 視点 を 質的 に 分類 し、保育者 の 実践構想の 特 微 を

　　 　 考察 した。

〈分 析 結果 〉実践構想 が い っ （実 践当日 か 翌 目）省察 され、ど

の よ う な視点で な さ れ たか を 〈 表 1 ＞ に 示 した 。

　事例中の 実践構想 は 5 つ の 視点 に 分類で きた 。  自分 と子

ど も の 関 佩   子 ど もの あそ び の 方 向性．  援助行 為、

  子 ど もの 育 ち の 方向．  物的環境整備で あ る。こ の 5 項

目を更 に 2 っ に 分類 で きる。    は保育者 の ね がい に 基 づ

い て 今後 の 実践 の 方 向性 を指 向す る 実践 構想 （例 えば  「信頼

関 係 を 築 きた い 」 な ど ） 。      は 子 ど もの あ そ び に っ い

て の 予測や 、あそ び へ の 援助行為計画 （例 え ば   「今の あ そ
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び を積 み 重 ね て い く」 、 
．．一

緒 に あ そ St」 、  「筆記 具 の な

い 状態 で しば ら く保 育す る」 な ど ）。

〈 表 1 ＞ 省 察 日 と実践構想 の 視点

事例 省察 日 実韆 想 ・ 黼 一
キ ョ ウ 介 6／ 15

　　　　6／19

　 　 　　6／ 28

翌 日

翌 日

当 日

自 分 と子 ど もの 関係　： 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

あ そ び の 方 向性　 　 　： 2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

自分 と子 ど もの 関係　．1 ．

マ イ　5／ 呂

　　 6／ 15

　 　 6／ 19

当 日

当日

当 日

目分 と子 ど もの 関 係　： 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

援助 行為　 　 　 　 　 ： 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

自分 と子 ど もの 関係　： 1

ハル 子 ら5／ 25 翌 日

　　　　　　　　　 1
援 助行為 　 　 　　 　 　　3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

子 ど もの 育 ち の 方同　： 4
　 　 　 　 　 　 　 　 　 …．．．一一

　 ケ ン ら 2／ 23

　 　　 　 5／ 駐

　 　　 　 6／ 15

当 日

当 日

当 日

援 助行 為　 　 　 　 　 ： 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

援 助 行為　　　　　　i3
「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：
予 ど も の 育 ちの 方向 ：

4

援助 行為　　　　…3
　　　　　　　　．　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　劇
リ ツ 子 5／ ／1

　　　堕 L 授旦 一

　 翌 日
1

援助 行為

．麹的環境 鞴

　＜ 表 1 ＞ か ら、上 述 し た 2 っ の タ イ プ の 実 践構想が 数量 的

に 大 き な 違 い が な い こ と、ま た実 践当 日の 方 が 翌 日よ り も 多

くの 実 践構想 を 生 起 さ せ た こ とがわ か ts　s こ れ は筆者 （1997）

が 保育 者 の 実践 と省 察 の 関 連 を 探 った 研究 で 、実践 構 想 に っ

い て た て た 仮説 （図 1 ）を 深 め 、新 た な課 題 を 示唆す る結 果

と い え る 。筆者 は 、保育 者 の 実 践 当 日 と 翌 日 の 省察内容 を 分

析 した 結 果か らく 図 1 ＞ を仮 説 と して 提 示 して い た 。

〈 図 1 ＞ 実践 と省 察 の 関連 に お け る 保育 者 の 実 践構想 の 仮説

理論 的領域←

実践構 想

癜 的 思 考

日

察

翌

省

実 践的領域

実践

　 当日

　 省察

一一tノ

経 験 的 思 考

　 ＜ 図 1 ＞ は保 育者 が 、実践 当 日 は 実践場 面 の 経験 的 思 考 、

翌 日 は抽象 的思 考で 省察 を行 い 、実践 か ら時間 を 経 る に 従 っ

て 省察内容 が 客 観化 す る こ と を示 して い る 。2 っ の 思 考 様 式

で 同 じ場 面 を省 察す る こ とは 、多 角的 視点 で
一・

っ の 場面 の 意

味 を 検討 す る こ と で も あ る 。筆者 は 、2 っ の 思 考様式 を 経て

今 後 の 実 践 を構 想す る と い う プ 卩 セ ス を 考 え た の で あ っ た 。

　 しか し本研究 の 結 果 は 、実践当 日 の 方が 多 くの 実践構想 を

生 起 す る こ と を 見 出 した 。こ の 結 果 か ら、保 育 者 が省 察 す る

実 践構想 プ ロ セ ス の 内実 は 直線 的・単線 的で は な く、2 っ の 試

行 様式 に も含 ま れ る も の で あ る こ と が 明 らか に な っ た 。

考 ．．察 ．

　 事例分 析 の 結 果 か ら、対 象保育 者 の 実践 と実 践構想 プ ロ セ

ス の 特徴 を 明 らか に し、理 論的 に 考察 した 。

霆践 の 特徴

】．子 ど も の 自発 的な 動 き、そ れ に 随 伴す る 出来事 に イ ニ シ ア

チ ヴを と らせ る か か わ り。

2、ね が い は こ とばで 明示せ ず 、子 ど も が気 づ くよ う意 図 し て

間 接 的 に 伝 え る 。

3．結 果 を 性 急 に 求 め な い 。必 要が あ れ ば 長期的 に ね が い を 保

　持 し 、 そ れ を 伝え るの に適 した 出来事 が生 じ るの を 待っ 。

実 践 構 想 プ ロ 嘘

1，PDS の P に 相当 す る 「予 測・計 画」 と、「ね が い に 基 づ い

　 て 今後 の 実践 の 方 向性 を 指向す る」 実践構想 が ある 。

2．抽象 的な 実践 構想 に 基 づ く実践 で 試 行錯 誤 し、そ こ か ら よ

　 り具体 的 な実 践構 想 を導 く 。

3．子 ど も の 心 情 の 読 み と り に 即 して 自分の 立場 を 決定 した 実

　 践行 為 、 お よ び そ の 行為が 子 ど も に 意味 あ る結果 を も た ら

　 した こ と を ポ ジ テ ィ ヴ に 自己評 価す る と こ ろか ら、実践構

　 想 プ ロ セ ス が 生 じや す い 。た だ し、ね が い を 強 く保 持 して

　 い る 場合 、そ の ね が い に 関連 の な い 出来 事か らは 、ポ ジ テ

　 ィ ヴ な 自己評 価 が な さ れ て も実践 構 想 に は っ な が ら な い c

4．「実 践→実践 当 日 の 経 験的 思 考→翌 日 の 抽 象 的 思 考 →実践

　構想 」 と い う直 線 的・単線的 な プ ロ セ ス だ け で は な く、経験

　 的思考・抽象 的 思 考に も含 まれて い る 。

理論 的考 察

　稲 垣 ・佐藤 （199G）は 、教 育現 場 で の 授 業研究 を 様 々 な 視座か

ら 具 体的 に 検討 し、授業研 究の 危 険を次の よ うに 指摘 した 。

1
．
機械 的 で 形 式 的 な 枠 に と らわ れ て 、人 為 的 な シ ス テ ム や プ

ロ グ ラ ム の 中で 無機 的 な 手続 きに 解 消 さ れ 」 る こ とで あ る。

　 保 育 者 の 実践構想 に も、予測 や 計 画 は含 まれ て い た 。 そ れ

は 明 日の 実 践 に 枠組 み を 設 定 す る 機能 を有 す る か も し れ な い 。

特 に 明確 な 実践 プ ロ グ ラ ム と して の 保育案 は、そ の 枠組 み を

保育者 が 強固 に 意 識化 す る こ と と な る。

　 そ の 点 、 本研 究の 対 象保育 者が 2 っ の タ イ プ の 実践 構想 を

行 っ た こ と は 注 目 に 値 す る 。プ ロ グ ラ ム 遂 行 に っ な が り得 る

予 測・計 画 と 、ね が い に 基 づ い て 今 後 の 実践 の 方 向性 を 指 同す

る 実践構 想 で あ る 。 後者 は よ り柔 軟 な 砕組 み と して の 機能 を

期 待で き る。ま た後 者 は PDS か ら 「は み 出 る 」概念 で あ り、

自由保 育 に 特 有 な実 践 構 想 ス タ イ ル の 1 っ と考 え られ る u

今後 の 課題

　事例を よ り多 く収集 し、実 践構想 が 具 体 的 な 実 践場 面 で ど

の よ う な機 能 を もっ か 、また 、2 つ の 思考 様式 との 関連 を 実

証 的に 解 明す る 必要 が あ る だ ろ う u 研究方 法 も検討 した い 。
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